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江
戸
時
代
の
商
家
で
は
、
経
営
方
針
や
財
産

の
維
持
な
ど
に
つ
い
て
決
め
た
家
訓
を
作
成
す

る
家
が
あ
り
ま
し
た
。
行
田
町
の
商
家
で
も
、

最
大
の
足
袋
屋
で
あ
り
「
橋
喜
」
の
名
で
知
ら

れ
た
橋
本
家
が
家
訓
を
遺
し
て
い
ま
す
。

　
表
題
は
「
店
之
条
目
」
で
、
作
成
さ
れ
た
の

は
嘉
永
5
年
（
1
8
5
2
）
6
月
、
表
紙
に
は

「
他
見
無
用
の
事
に
候
也
」と
書
か
れ
て
お
り
、

一
族
や
従
業
員
以
外
に
は
秘
密
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。内
容
は
大
き
く
3
つ
に
分
か
れ
、
最
初
に

総
論
に
当
た
る「
店た

な
は
っ
と
さ
ほ
う

法
度
作
法
并

な
ら
び
に

異い

見け
ん

之の

事こ
と

」

が
あ
り
ま
す
。「
こ
の
掟
書
を
読
む
時
は
、皆
で

集
ま
り
行
儀
を
正
し
て
、
内
容
を
よ
く
聞
き
守

る
よ
う
に
。誰
で
あ
っ
て
も
決
ま
り
を
軽
ん
じ
、

我わ
が
ま
ま侭
を
行
え
ば
、
解
雇
す
る
」
と
、
こ
の
条
目

の
重
要
性
を
説
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
さ

ら
に
「
こ
れ
は
店
の
為
だ
け
で
な
く
、
よ
い
商

人
に
な
っ
て
い
く
元
と
な
る
。
店
の
為
ば
か
り

と
思
っ
て
い
た
ら
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
」と
、

こ
の
家
訓
は
よ
い
商
人
と
な
る
た
め
に
も
必
要

で
あ
る
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
従
業
員
の
商
い
や
私
生
活
で
の
禁
止

事
項
を
列
挙
し
た
7
カ
条
か
ら
な
る
「
法
渡
之

事
」
が
あ
り
ま
す
。
無
断
外
出・外
泊
の
禁
止
、

博
奕
・
賭
け
事
の
禁
止
、
真
面
目
で
な
い
者
の

雇
用
禁
止
、
内
密
で
行
う
個
人
的
な
商
い
の
禁

止
、
泥
棒
や
火
事
に
注
意
す
る
こ
と
、
風
の
強

い
夜
は
夜
番
を
す
る
こ
と
、
髪
を
整
え
、
歯
を

磨
き
、
鏡
を
見
て
、
言
葉
遣
い
は
乱
暴
に
し
な

い
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
従
業
員
が
商
い
の
上
で
心
掛
け
る
こ

と
を
列
挙
し
た
「
作
法
之
事
」
14
カ
条
が
あ
り

ま
す
。
御
公
儀
の
決
ま
り
を
守
る
こ
と
や
、
従

業
員
が
お
金
の
貸
し
借
り
や
保
証
人
に
な
る
こ

と
の
禁
止
、
利
益
が
少
な
く
て
も
売
れ
る
も
の

を
仕
入
れ
る
こ
と
、
在
庫
を
抱
え
な
い
こ
と
、

支
配
人
は
店
を
離
れ
ず
仕
入
れ
や
品
物
の
過
不

足
を
常
に
注
意
す
る
こ
と
、
な
ど
が
列
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
行
田
町
の
足
袋
屋
で
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た

家
訓
を
残
し
た
家
は
、
今
の
と
こ
ろ
他
に
見
当

た
ら
ず
、
経
営
哲
学
や
方
針
、
服
務
の
規
定
な

ど
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

俳
句

門
井
町

宮
田
　
淑
尚

通
院
の
ほ
か
に
用
な
き
日
永
か
な

藤
原
町

斎
藤
雄
次
郎

忠
魂
の
碑
に
添
ふ
大
桜

城
西

榊
原
し
ず
か

秒
針
の
心
地
好
き
音
春
立
て
り

小
見

三
宅
　
典
之

友
逝
き
て
筑
波
の
里
の
な
ご
り
雪

持
田

中
野
　
華
泉

大
谷
も
我
も
リ
ハ
ビ
リ
春
隣

緑
町

松
林
　
真
弓

梅
真
白
母
の
遺
言
な
か
り
け
り

小
見

川
島
　
盾
子

大
あ
く
び
移
し
移
さ
れ
春
の
野
へ

本
丸

栗
原
キ
ヌ
エ

若
鮎
の
身
を
ひ
る
が
え
す
利
根
の
堰

棚
田
町

川
鍋
　
幽
覚

野
う
さ
ぎ
の
う
づ
く
ま
り
た
る
二
月
か
な

○
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
末
日（
必
着
）ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て

掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

斎
条

小
林
　
英
与

歌
仲
間
永
久
の
別
れ
に
梅
香
る

荒
木

髙
澤
よ
ね
子

あ
れ
こ
れ
と
過
去
思
ひ
出
す
雪
の
夜
半

富
士
見
町

鈴
木
ス
イ
子

猫
の
恋
勇
者
の
顔
に
血
の
滲
む

持
田

小
倉
　
繁
三

坐
禅
堂
外
は
い
つ
し
か
雪
と
な
る

門
井
町

塚
原
　
武
夫

大
病
の
癒
え
し
人
連
れ
春
来
た
る

谷
郷

羽
石
　
芳
道

こ
の
坂
を
上
れ
ば
花
の
城
址
か
な

埼
玉

荻
原
　
増
夫

大
声
で
売
る
朝
市
や
青
嵐

樋
上

吉
澤
と
し
子

春
一
番
吾
子
入
選
の
知
ら
せ
あ
り

忍

伊
藤
　
誠
一

カ
ラ
オ
ケ
で
演
歌
一
節
花
の
宴

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

▶日　　時　 毎月第1・第4水曜日午前10時～正午※5・
10・1月は月1回

▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　 絵本を通じて赤ちゃんと保護者が触れ合い、

親子の絆を深めてもらえるよう絵本を１冊プ
レゼントします。当日は、絵本の読み聞かせ
や育児相談を10分程度行います。

▶対　　象　 市内在住の2カ月以上1歳未満のお子さんと
その保護者

▶持 ち 物　対象のお子さんの母子手帳

令和6年度ブックスタート

資
料
が
か
た
る

行
田
の
歴
史

61

行
田

歴
史
系
譜
361

足
袋
屋
の
家
訓
〜
橋
本
家
の「
店た

な

之の

条じ
ょ
う

目も
く

」

図書館来て！
見て！

行田市立図書館
佐間3-24-7
TEL：556-4227
FAX：555-3770

開館時間：午前9時～午後7時

休館日：4月1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪・22日㈪・30日㈫、
　　　　　　　5月1日㈬・7日㈫・13日㈪
※休館日の図書の返却はブックポストをご利用ください。

▶日　　時　5月10日㈮午前10時30分～ 11時45分
▶場　　所　中央公民館レクリエーション室
▶内　　容　・ 絵本の読み聞かせ、歌遊び、わらべ歌など

を親子で楽しむ。
　　　　　　・絵本の選び方について学ぶ。
　　　　　　・ 子育ての不安や疑問など講師を交えてトー

クを行う。
▶講　　師　 島田ユミ子さん、平井直美さん（埼玉県家庭教

育アドバイザー、埼玉県家庭学習アドバイザー）
▶対　　象　乳幼児とその保護者
▶定　　員　10組(先着順)
▶参 加 費　無料
▶申し込み　 二次元コードによる電子申請、
　　　　　　直接、電話のいずれかの方法により図書館

　うたってあそんでわくわく　親子の絵本講座　春の巻

▶日　　時　5月3日㈮午後1時30分(午後1時10分開場)
▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶内　　容　「小さなバイキング ビッケ」（上映時間82分）
▶対　　象　幼児・小学生およびその保護者
▶定　　員　70人(先着順)
▶入 場 料　無料

GW特別子ども映画会

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　佐藤　寛美
【事業内容】  焼付塗装、紛体塗装、樹

脂塗装、スクリーン印刷
など

【所 在 地】 藤原町 1―31―12

有限会社アートスクリーン
多品種塗装で多様なニーズに対応

　
今
回
は
、
各
種
金
属
の
焼
付
塗
装
を
中
心

に
塗
装
全
般
を
手
掛
け
る
有
限
会
社
ア
ー
ト

ス
ク
リ
ー
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
は
昭
和
63
年
10
月
に
創
業
。
当
時
は
、

ア
ル
ミ
や
ス
テ
ン
レ
ス
、
塗
装
し
た
も
の
な

ど
に
印
刷
を
行
う
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
事
業
を

主
体
と
し
て
い
ま
し
た
が
、「
塗
装
も
自
社

で
」
と
、
平
成
7
年
か
ら
焼
付
塗
装
事
業
を

始
め
、
今
で
は
売
り
上
げ
の
約
8
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
焼
付
塗
装
は
、
金
属
製
品
な
ど

に
耐
久
性
や
美
し
さ
を
与
え
る
塗
装
方
法
で
、

同
社
で
は
医
療
機
器
や
自
動
車
部
品
、
音
響

機
材
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
に
塗
装
を
施
し

て
い
ま
す
。
依
頼
品
は
ま
ず
汚
れ
を
洗
浄
し
、

乾
燥
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
塗
装
し
な
い
部

分
を
マ
ス
キ
ン
グ
し
た
り
、
パ
テ
で
製
品
を

滑
ら
か
に
し
た
り
し
た
上
で
、
塗
装
作
業
に

移
り
ま
す
。
塗
装
は
、
ム
ラ
が
出
な
い
よ
う

に
塗
る
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
素
材
用
途
に
合

わ
せ
た
塗
料
の
選
定
な
ど
豊
富
な
知
識
や
経

験
を
要
す
る
た
め
、
同
社
の
熟
練
さ
れ
た
職

人
の
手
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
弊
社
は
、
約
３
０
０
種
類
と
多
品
種
の

塗
料
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
生
か
し
た
塗
装
で
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
幅
広
い

業
種
の
企
業
様
か
ら
依
頼
を
お
受
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
代
表
取
締
役
の
佐
藤
寛

美
さ
ん
は
同
社
の
強
み
を
話
し
ま
す
。
ま
た
、

顧
客
第
一
主
義
を
念
頭
に
、
他
で
断
ら
れ
て

し
ま
っ
た
難
し
い
案
件
や
利
益
の
出
な
い
依

頼
に
も
可
能
な
限
り
応
じ
、
顧
客
と
の
信
頼

関
係
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
教
習
所
な
ど
で
使
う
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ュ

ミ
レ
ー
タ
ー
は
、
焼
付
塗
装
で
は
細
部
に
わ

た
る
塗
装
が
困
難
で
す
が
、
顧
客
の
要
望
に

応
え
た
い
と
、
令
和
2
年
に
そ
れ
を
可
能
と

す
る
「
紛
体
塗
装
」
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

紛
体
塗
装
は
、
細
か
い
箇
所
ま
で
塗
装
が
で

き
る
他
、
強
度
が
高
く
、
有
害
な
揮
発
性
有

機
化
合
物
の
排
出
が
な
い
た
め
、
環
境
負
荷

を
低
減
で
き
る
こ
と
が
特
長
で
す
。
こ
の
導

入
に
よ
り
、
さ
ら
に
塗
装
で
き
る
も
の
の
幅

が
広
が
っ
た
そ
う
で
す
。「
こ
れ
か
ら
も
環

境
に
配
慮
を
し
な
が
ら
、
よ
り
高
品
質
な
も

の
を
低
価
格
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
る
仕
事

を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
語
る
佐
藤
さ
ん
。

同
社
の
顧
客
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
塗
装
技
術
が
、
今
後
も
多
く
の
産
業
の

発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
弊
社
は
、
約
３
０
０
種
類
と
多
品
種
の

塗
料
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
生
か
し
た
塗
装
で
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
幅
広
い

わ
が
ま
ま侭
を
行
え
ば
、
解
雇
す
る
」
と
、
こ
の
条
目

店之条目（郷土博物館蔵）

こどもの読書週間特別映画会
▶日　　時　4月29日㈪午後2時
▶場　　所　児童コーナーおはなしのへや
▶内　　容　 「グリム名作劇場 ブレーメンの音楽隊」（上映

時間23分）
▶対　　象　幼児・小学生およびその保護者
▶入 場 料　無料


